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成果概要 

本研究は，申請者(金沢大学：山田)が開発したセラミック針(400 m幅,20～30mm

長)の先端にマイクロ磁気センサ(最少 40 m正方)を作り込んだ針状磁気センサプロ

ーブを金沢大･富山大･福井大の研究者が連携して理学･工学分野の計測に展開するこ

とを目的とし平成25,26年度において連携研究として実施した。 

本連携研究の主な研究実施項目は，①上記磁気センサによる岩石，金属材料等の微

小残留磁気の計測装置の開発，とともにその応用として，②岩石等の残留磁化の計測

からの理学的研究分野（地磁気変動･環境変動の解明），③高空間分解能計測からの工

学研究分野（材料の疲労検査）への展開 についての連携研究にある。下記に各項目

を列記する。 
 
(1) 針状磁気センサプローブによる高分解能な磁気イメージングからの非破壊検査法

の展開 

 本研究では，リベット穴などの内部の傷を検出するため針状磁気センサプロー

ブを数mm径の穴内部を走査することで分解の0.1mmの解像度で傷の磁気イメージ

を得ることができた。 

(2) 針状磁気センサプローブによる微小残留磁気の計測装置の開発 

岩石等の低透磁率材料の計測に特化した微小残留磁気(8*10-13 - 8*10-9 emu)の

計測装置の開発に成功した。本計測装置は，これまでの装置では必須とした磁気

シール，超高感度磁気センサを必要としため，極めた簡易な装置となった。 

(3) 雷被害軽減のための雷電流の伝播を残留磁気から探る研究 

 落雷を模した岩石モデルと線電流において上記の装置による計測を実施し，雷

電流からの微小残留磁気の分布を計測した。 

(4) 岩石･考古遺物の残留磁気の計測 

 計測装置を用い，自然の岩石の残留磁気（3軸成分）の計測に成功，自然界の岩

石磁気からの環境等の計測に適用できることを確認できた。これまでの堆積物等

に残留磁化による地磁気･環境変動の研究に対して，提案の残留磁化の測定シス

テムは in-situでのまた多点の残留磁化の計測の可能性があり，研究の迅速なデ

ータ収集に寄与できる。 

(5) 磁性パターンの磁気探査(金属疲労の非破壊検査) 

SUS金属は，塑性変形，疲労状態となると金属の結晶変形（マルテンサイト変態）

生じ，非磁性が部分的に磁性体に変態することが知られている。この特徴を利用し

て，金属の表面を磁気スキャンニングし，磁性体の残留磁気を計測することにより

疲労等の非破壊検査が可能である。本装置の新展開としての展望を確認した。 
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